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「
長
崎
高
商
物
語
」
―
野
村
邦
光
著
（
読
売
新
聞･

長
崎
支
局
）
を
読
む 

  
 

本
書
は
昭
和
57
年
１
月
か
ら
58
年
12
月
ま
で
、
読
売
新
聞
、
長
崎･

佐
世
保
版
に
掲
載
さ
れ
た
長
崎
高

商
の
物
語
で
あ
る
。
連
載
の
動
機
は
、
当
時｢

長
崎
高
商
」
が
「
長
崎
大
学
経
済
学
部
」
に
転
じ
て
既
に
35

年
が
過
ぎ
て
お
り
、
何
れ
高
商
の
歴
史
が
学
部
の
歴
史
に
埋
没
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で｢

長
崎
高
商
」

独
自
の
生
き
た
歴
史
を
書
き
残
し
て
お
き
た
い｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
に
よ
る
読
物
だ
け
に
、
本

書
は
多
彩
な
挿
話
に
載
せ
て
、
明
治
38
年
の
開
校
か
ら
昭
和
26
年
最
後
の
卒
業
生
ま
で
「
長
崎
高
商
」
約

半
世
紀
の
事
歴
と
人
物
像
を
面
白
く
語
る
。
以
下
本
書
の
目
次
を
辿
れ
ば
、
最
初
は
福
岡･

佐
賀･

熊
本
と

の
「
誘
致
合
戦
」。
続
い
て
帝
大
出
で
厳
格
過
ぎ
た
初
代
校
長
の｢

追
い
出
し
事
件｣

。「
県
経
済
界
を
指
導
」

さ
れ
た
脇
山
勘
助
氏
と
「
異
色
の
書
家
」
小
曽
根
均
治
氏
。｢

校
歌
と
校
旗｣

に
「
柴
崎
校
長
事
件
」
な
ど
。 

 

「
十
八
銀
行
の
中
の
高
商
」
で
は
松
田
一
三･

西
田
正
純
・
梅
田
昭
郎
の
各
氏
に
触
れ
、「
異
色
教
授
伝
」

で
は
武
藤
長
蔵
・
浅
野
金
兵
衛
教
授
・
日
本
通
の
ド
ル
フ
先
生
な
ど
を
語
る
。「
白
球
の
青
春
」
で
は
医
専
・

米
艦
隊
・
薬
専
と
の
試
合
経
過
と
野
次
・
喧
嘩
騒
動
を
語
る
。
次
に
「
市
長
の
い
す
」
で
は
辻
一
三
佐
世

保
市
長
・
諸
谷
義
武
長
崎
市
長
に
相
当
の
ス
ペ
ー
ス
を
裂
く
。
や
が
て
戦
乱
が
近
づ
き
「
戦
火
の
青
春
」

で
は
在
学
中
に
徴
兵
検
査
を
受
け
、
愛
国
貯
金
・
勤
労
奉
仕
を
強
い
ら
れ
、
経
済
エ
リ
ー
ト
と
し
て
南
方

へ
駆
り
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
世
で
も
「
長
崎
高
商
生
と
高
女
生
」
の
悲
恋
心
中
事
件
が
起
き
た
。 

 

昭
和
19
年
「
長
崎
経
専
」
「
工
業(

経
営)

門
学
校
」
へ
校
名
変
更
。
「
原
子
雲
の
下
で
」
「
廃
墟
の
中
で
」

で
は
、
学
徒
動
員
中
で
の
被
爆･

必
死
の
捜
索
体
験
が
綴
ら
れ
る
。
そ
し
て
終
戦
。
軍
か
ら
高
等
商
船
か
ら

個
性
溢
れ
る
転
入
組
を
抱
え
て
窓
硝
子
は
破
れ
、
図
書
館
の
本
は
床
に
散
乱
の
侭
に
授
業
が
再
開
さ
れ
る
。

「
不
惑
の
齢
」
で
は
進
級
す
る
40･

41
回
生
の
半
数
が
落
第
、
臨
時
学
生
大
会
を
開
き(

落
第
反
対)

を
決
議
。 

「
イ
ン
フ
レ
と
空
腹
以
外
は
何
も
な
か
っ
た
」
昭
和
22
年
「
長
崎
経
専
」
単
科
大
学
昇
格
期
成
会
の
夢

は
破
れ
、
長
崎
大
学
経
済
学
部
へ
。
昭
和
25
年
入
学
時
に
は
大
村
教
養
部
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
が
起
き
た
。 

昭
和
30
年
母
校
創
立
50
周
年
を
祝
う
式
典
の
後
に
続
く
の
は
、
母
校
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
橋
移
転
反
対
運

動
で
あ
る
。
同
窓
会
を
巻
き
込
み
全
国
か
ら
７
万
人
の
署
名
を
集
め
、
昭
和
40
年
移
転
案
撤
回
と
な
っ
た
。 

 

さ
て
本
書
は
此
処
か
ら
後
半
の
(1/3)
を
「
瓊
林
山
脈
」
の
人
物
紹
介
に
当
て
る
。
高
商
同
窓
会
は
明
治
42
年

設
立
さ
れ
、
現
在
は
一
万
三
千
名
の
卒
業
生
を
擁
す
る
が
、
経
済
界･

官
庁･

教
育
界
・
実
業
世
界
な
ど
で
活
躍
さ

れ
た
多
彩
な
人
物
、
数
十
名
を
28
項
目
の
小
見
出
し
を
設
け
て
卒
業
年
次
毎
に
紹
介
し
て
い
く
。
曰
く
「
造
船

日
立
を
築
く
」
松
原
与
三
松
・
永
田
敬
生
氏(

以
下
敬
称
略)

。
。「
精
洋
亭
に
か
け
る
」
の
金
子
三
郎
。「
語
学

抜
群
で
通
訳
」
の
三
瀬
清
次
郎
。「
統
計
学
の
大
家
」
塚
原
仁
。「
香
料
史
研
究
」
の
山
田
憲
太
郎
。「
造
船

の
街
支
え
る
」
中
西
七
蔵
。「
原
子
野
に
文
化
の
灯
」
俳
句
の
松
尾
敦
之
、
短
歌
の
島
内
八
郎
氏
な
ど
な
ど
。 

今
と
な
っ
て
本
書
は
、
過
ぎ
去
っ
た
高
商
の
記
憶
を
手
早
く
知
る
の
に
、
大
変
に
貴
重
な
本
で
あ
る(0

4
/7

) 

  

☆
本
書
の
周
辺
☆ 

｢

長
崎
高
商
卒
の
偉
い
人
の
話
ば
か 

り
で
つ
ま
ら
な
い
の
で
は
…｣

と
懸
念
す
る
。
と
こ
ろ
が 

結
構
面
白
い
。
前
半
は
特
に
。
郷
土
と
共
に
伝
説
の
母 

校
物
語
が
数
珠
繋
ぎ
に
な
っ
て
楽
し
め
る
読
物
で
あ
る
。 

 


